
復興大学 地域復興支援ワンストップサービス仙台センター
TEL. 022-716-5020　FAX. 022-716-5023
E-mail. onestop-info@fukkou-daigaku.jp

　日ごろより、復興大学地域復興支援の活動にご支援ご協力を頂き、誠にありがとうございます。復興大学地域復興支援ワン
ストップサービス仙台センターでは、被災地域・企業（各種関連団体含む）の巡回訪問を実施し、その中で見えてきた課題や
問題に対し、学術機関との連携を主に「復旧・復興」へ取り組みを実施してきました。本シンポジウムでは、復興がよりよい
未来の礎となるために、地域再生、産業再生への新たな視点や取組みをご紹介しながら、「発展的な再生」へむけたディスカッショ
ンを行いたいと思います。ご多忙とは存じますが、是非ご出席いただきますよう、ご案内申し上げます。

にむけて

主　　　　催：復興大学地域復興支援ワンストップサービス仙台センター
　　　　　　　（参加大学　裏面）  
事業担当大学：東北工業大学

有限会社 オイカワデニム　常務取締役
及川　洋 氏

株式会社 木の屋石巻水産 
品質管理室品質管理課 課長代理兼商品開発担当

松友 倫人 氏
ハリウ コミュニケーションズ株式会社
代表取締役社長

針生 英一 氏

お問い
合わせ

被災地から、ものつくりと暮らし方の新潮流を創る
石田　秀輝 氏　東北大学大学院環境科学研究科 教授　

2004年㈱INAX（現LIXIL）取締役CTOを経て現職。 
ものつくりのパラダイムシフトに向けて国内外で多くの発信を続けている。 
特に、2004年からは、自然のすごさを賢く活かすあたらしいものつくり『ネイチャー･テクノロジー』を提唱、また、
環境戦略・政策を横断的に実践できる社会人の人材育成や、子供たちの環境教育にも積極的に取り組んでいる。

橋梁点検用簡易型カメラシステムの開発　
小出　英夫 氏　東北工業大学工学部 都市マネジメント学科 教授
研究分野：廃棄物のコンクリート材料への摘要に関する研究
廃コンクリートの再利用による省資源の都市整備をテーマとし、役目が終わったコンクリート構造物やコンクリート塊を新
たな材料として再利用する実験など、省資源・省エネルギーなどに関わる「廃棄物のコンクリート材料への適用に関する
研究」を行っている。

雄勝石産業の復活を核とした生産とくらしの再生～雄勝いしのわプロジェクト～ 　
菊地　良覺 氏　東北工業大学ライフデザイン学部 安全安心生活デザイン学科 教授
研究分野：地域のくらしと生産を高めるための実践的デザイン研究
地域資源を活かした長く使えるモノづくりをテーマに、地域住民や学生との協働作業を通して、今ある地域資源を再確
認し、長く愛されるデザインを探る。地域の実物に触れることで五感を豊かにし、斬新な地域デザインを提案する楽しさ
を実践。

 ～再生から発展に向けて～

1973年12月宮城県気仙沼市生まれ。1992
年10月オイカワデニムへ入社。1993年1月
常務締役に就任。2007年4月1日STUDIO 
ZERO総合デレィクターに就任。2012年8月
19日SHIRO総合デレィクターに就任。地域資
源を活かしたブランド創出に力をいれている。

㈱木の屋石巻水産で、品質管理と商品開発、
広報を担当。東京海洋大学大学院を修了後、
外食産業⇒製薬産業を経て2010年7月から
現職。 静岡県出身。 

針生印刷株式会社の3代目として、30歳で社長に就
任。ITをいちはやく事業として取りこみ、印刷業の業
態革新を推進する。また、最近では企業と地域との
関わりを重視し、学校教育・社会教育の支援、まちづ
くりを通じた地域活性化をテーマに幅広く活動中。

プログラム詳細は
裏面をご覧下さい
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2013年11月14日 13：30～16：30（開場13：00）

TKPガーデンシティ仙台 ホールA-2（アエル21階）

●木

再生



13：00 開場・受付
13：30 開会・挨拶
13：35 復興大学ワンストップサービス　事業説明
13：50 基調講演
 被災地から、ものつくりと暮らし方の新潮流を創る
 石田　秀輝 氏　東北大学大学院環境科学研究科 教授　
14：50 復興大学ワンストップサービス　復興支援事例紹介
 学術機関とのマッチングにより、共同研究等のプロジェクト化を実施してます　
 ①橋梁点検用簡易型カメラシステムの開発　
 　 小出　英夫 氏　東北工業大学工学部 都市マネジメント学科 教授
 ②雄勝石産業の復活を核とした生産とくらしの再生
  　　　　　　　　　　～雄勝いしのわプロジェクト～ 　
 　 菊地　良覺 氏　東北工業大学ライフデザイン学部 安全安心生活デザイン学科 教授

15：30 パネルディスカッション　～再生から発展に向けて～
  佐藤　　明 復興大学地域復興支援ワンストップサービス仙台センター
   副センター長
   （東北工業大学新技術創造研究センター）  　
  及川　　洋 氏 有限会社 オイカワデニム　常務取締役　
  松友　倫人 氏 株式会社 木の屋 石巻水産 
   品質管理室品質管理課
   課長代理兼商品開発担当　
  針生　英一 氏 ハリウ コミュニケーションズ株式会社
   代表取締役社長　

16：30 閉会・挨拶 　

プ ロ グ ラ ム復 興 大 学  地 域 復 興 支 援 シ ン ポ ジ ウ ム

ファシリテーター

パ ネリスト

氏名

住所

所属

連絡先 電話 E-mail

参加申込書 FAX送信先▶▶▶022-716-5023

ご記入いただいた個人情報は、本シンポジウムの参加に関するご連絡、復興大学で開催されるイベントのご案内に利用いたします。ご本人の同意なく、他の目的で利用することはございません。
また、個人情報を事前の告知なく他の業者・機関等に提供することもありません。

A C C E S S

石巻専修大学 尚絅学院大学 聖和学園短期大学 仙台白百合女子大学 仙台青葉学院短期大学 仙台大学 東北学院大学
東北芸術工科大学 東北工業大学 東北生活文化大学 東北生活文化大学短期大学部 東北大学 東北福祉大学 東北文化学園大学
東北薬科大学 放送大学 宮城学院女子大学 宮城教育大学 宮城誠真短期大学 宮城大学 仙台高等専門学校

参加大学一覧　復興大学地域復興支援ワンストップサービス参加大学（学都仙台コンソーシアム加盟大学）

復興大学とは
東日本大震災後、学都仙台コンソーシアム参加構成委員の大学・高専等が宮城県や県内の
自治体等と協力して「復興人材育成教育コース」「教育復興支援」「地域復興支援ワンストップ

サービス」「災害ボランティアステーション」の4つの事業を推進し、未曾有の大震災からの復興に寄与することを目的とします。
　復興大学地域復興支援ワンストップサービス（事業担当大学：東北工業大学、石巻専修大学）では、学術機関との連携による地域
再生や産業再生を目指しております。仙台市と石巻市にワンストップサービスセンターを設置、被災地域、企業、関連団体への巡回
訪問を行い復興へ向けての課題抽出や解決への提言、及び産学連携によるプロジェクトチームや共同研究を推進するとともに、地域
や企業の再生支援の為のイノベーション創出支援をサポートしています。

お申込方法 下記申込書にご記入の上FAXにて送信いただくか、下記内容を記載のメールを
onestop-info@fukkou-daigaku.jp まで送信ください。

復興大学 地域復興支援ワンストップサービス仙台センター

宮城　光信　復興大学事業代表（東北工業大学学長） 

今西　　肇 復興大学地域復興支援ワンストップサービス仙台センター 
センター長 

（東北工業大学工学部 教授）

AER

TKPガーデンシティ仙台 ホールA-2
〒980-6121 仙台市青葉区中央1-3-1 AER 21F
TEL. 022-714-8101

会場はAER（アエル、オフィスフロア）21階です。
ビル北側のオフィスフロアエントランスにありますオフィスフロア専用
高層階側エレベーターをご利用ください。
AERビルは、オフィスフロア、ショッピングフロアなどからなる複合ビルで、JR
仙台駅西口から徒歩3分です。
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定員になり次第、申し込みを締め切らせていただきます。


